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JRの最大産別として、政
策制度、組織課題を主導
的に解決し、安全で社会
に信頼されるJRを築こう！

JR連合

JR連合

Ａ　

懲
戒
と
し
て
の
減
給
処
分
に
つ
い

　

て
は
、
労
基
法
91
条
が
、
１
日
の
半

　

額
あ
る
い
は
１
賃
金
支
払
期
の
10
分

　

の
１
を
超
え
て
減
給
し
て
は
な
ら
な

　

い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
月
給

　

の
２
割
相
当
の
減
給
は
無
効
と
な
り

　

ま
す
。
ま
た
、
労
働
者
が
交
通
法
規

　

に
違
反
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ

　

の
具
体
的
な
交
通
法
規
違
反
行
為
や
、

　

使
用
者
に
与
え
た
影
響
の
有
無
や
程

　

度
等
の
事
情
か
ら
有
効
性
が
判
断
さ

　

れ
ま
す
。
少
な
く
と
も
、
使
用
者
の

　

名
誉
・
信
用
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が

　

な
い
場
合
に
は
、
懲
戒
解
雇
は
で
き

　

ま
せ
ん
。

　
　

よ
っ
て
、
解
答
は
２
、
４
に
な
り

　

ま
す
。

　

（
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
検
定
問
題
集　

２
０
１
６
年
版

﹇
初
級
問
題
・
雇
用
修
了
﹈
よ
り
出
題
）

石北本線で廃止となった旧白滝駅跡
を視察

交運労協を代表し挨拶するＪＲ連合松岡会長（交運労協副議
長・鉄軌部会長）、左：泉議員、中央：近藤議員

パネルディスカッションでは、医療・介護職場
で働く仲間から、厳しい現状が報告された

本別町長及び交通政策担当者にＪＲ連合の取り組
みを説明する上村総合組織・政策局長

要請書面を国交省鉄道局へ手交する荻山副会長（政策
委員長・ＪＲ西労組中央執行委員長）

知
っ
て
活
か
そ
う
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
33

線
廃
止
の
経
緯
や
バ
ス
転
換
後

の
状
況
と
課
題
（
利
用
者
の
減

少
や
バ
ス
運
行
上
の
制
約
等
）、

地
域
振
興
に
む
け
た
仕
掛
け

（
地
域
主
導
に
よ
る
観
光
列
車

の
設
定
）
や
熱
意
、
国
や
道
及

び
Ｊ
Ｒ
に
求
め
る
事
項
等
を
伺
っ

た
。
さ
ら
に
、
路
線
廃
止
の
届

極
め
て
有
意
義
な
機
会
と
な
っ

た
。

会
議
員
及
び

笠
木
旭
川
市

議
会
議
員
が

参
加
し
た
。

　

今
回
は
、

「
鉄
道
特
性

の
発
揮
が
極

め
て
困
難
な

地
域
」
の
地

域
公
共
交
通

に
関
す
る
提

言
内
容
を
検

討
す
る
こ
と

Ｑ　懲戒について、誤っているものをすべ
　て選びなさい。　　　　    【正答率38％】
１　懲戒としての出勤停止とは、一定期間出勤させず、
　その間の賃金は支払わないという処分をいう。
２　使用者は、就業規則でその旨の定めをすれば、月
　給の２割相当の減給処分をすることも許される。
３　諭旨解雇とは、使用者が労働者に退職を勧告し、
　本人の願い出による形で退職をさせる処分をいう。
４　使用者は、労働者は交通法規に違反した場合であ
　れば、使用者の名誉、信用を侵害するおそれがなく
　ても、懲戒解雇することができる。

を
主
眼
に
お
い
た
視
察
で
あ
り
、

２
０
０
６
年
に
路
線
廃
止
と
な
っ

た
旧
「
ふ
る
さ
と
銀
河
線
（
池

田
〜
北
見
間
）
」
の
沿
線
市
町

や
代
替
バ
ス
の
運
行
を
は
じ
め

と
す
る
地
域
公
共
交
通
に
係
る

現
状
と
課
題
を
把
握
す
る
べ
く
、

沿
線
・
関
係
施
設
等
を
視
察
し

た
。
ま
た
、
本
別
町
の
髙
橋
町

長
及
び
交
通
政
策
担
当
者
と
の

意
見
交
換
を
実
施
し
、
鉄
道
路

　

５
月
19
日
〜
21
日
、
中
長
期

政
策
Ｐ
Ｔ
の
１
つ
で
あ
る
「
鉄

道
特
性
活
性
化
Ｐ
Ｔ
」
活
動
の

一
環
と
し
て
、
北
海
道
エ
リ
ア

に
お
け
る
現
地
視
察
及
び
第
10

回
会
合
を
開
催
し
た
。

　

Ｐ
Ｔ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ

る
太
田
専
修
大
学
教
授
を
含
む

計
13
人
に
加
え
、
Ｊ
Ｒ
連
合
地

方
議
員
団
連
絡
会
の
菅
原
北
海

道
議
会
議
員
、
春
井
池
田
町
議

出
が
行
わ
れ
た

「
Ｊ
Ｒ
北
海
道

留
萌
線
（
留
萌

〜
増
毛
間
）
」

の
沿
線
や
運
行

に
係
る
状
況
把

握
も
実
施
し
た
。

　

提
言
策
定
に

向
け
て
、
貴
重

な
知
見
を
得
る　

５
月
14
日
、

連
合
は
、医
療・

介
護
等
の
支
援

体
制
・
人
材
確

保
の
重
要
性
等

を
話
し
合
い
、

共
通
認
識
を
得

る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
都
内

に
お
い
て
「
安

心
と
信
頼
の
医

療
と
介
護
２
０
１
６
中
央
集
会
」

を
開
催
し
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら

は
、
医
療
連
絡
会
の
構
成
メ
ン

バ
ー
13
人
が
参
加
し
た
。

　

集
会
で
は
「
家
族
介
護
者
の

現
状
と
支
援
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
、
有
識
者
か
ら
の
講
演
や
、

医
療
や
介
護
に
従
事
す
る
仲
間

よ
り
現
状
報
告
及
び
提
起
を
受

け
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
集
会
の
前
段
で
は
、

Ｊ
Ｒ
有
楽
町
駅
前
に
お
い
て
、

医
療
と
介
護
の
実
態
と
労
働
条

件
の
維
持
向
上
や
人
材
確
保
を

訴
え
る
街
宣
・
ア
ピ
ー
ル
行
動

が
行
わ
れ
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
も

３
人
が
参
加
し
た
。

　

翌
15
日
に
は
Ｊ
Ｒ
連
合
「
第

19
回
医
療
連
絡
会
」
を
開
催
し
、

各
単
組
に
お
け
る
医
療
労
働
者

の
労
働
条
件
や
抱
え
る
課
題
な

ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
・
共
有

化
を
図
る
と
と
も
に
、
単
組
の

役
員
交
代
に
伴
う
、
新
役
員
体

制
を
確
立
し
た
。

〈
新
役
員
〉

代
表
幹
事　
　
　

森
島　

英
和

　
　

 

（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
）

副
代
表
幹
事　
　
　

有
吉　

大
悟

 　
　

（
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
）

委　
　

員　
　
　

岩
田　

眞
幸

　
　

 

（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
）

き
Ｊ
Ｒ
に
関
わ
る
政
策
課
題
に

つ
い
て
各
単
組
や
関
係
団
体
等

と
綿
密
な
情
報
交
換
を
展
開
す

る
と
と
も
に
、
課
題
抽
出
を
行

い
「
２
０
１
６
交
通
重
点
政
策
」

を
策
定
し
て
き
た
。

　

冒
頭
、
荻
山
副
会
長
（
政
策

委
員
長
・
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
執

行
委
員
長
）
か
ら
、
昨
年
度
の

Ｊ
Ｒ
会
社
法
改
正
法
成
立
に
よ

り
Ｊ
Ｒ
九
州
の
株
式
上
場
の
環

境
が
整
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
感

謝
の
意
を
表
し
つ
つ
、
熊
本
地

震
等
の
自
然
災
害
に
よ
る
被
害

か
ら
の
復
旧
支
援
や
、
税
制
改

正
、
各
種
制
度
・
政
策
課
題
へ

の
対
応
に
お
け
る
尽
力
、
忌
憚

な
い
意
見
交
換
を
求
め
、
要
請

書
を
手
渡
し
た
。
そ
の
後
、
各

単
組
の
政
策
委
員
か
ら
関
係
す

る
要
請
内
容
の
趣
旨
を
説
明
し
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
政
策
課
題
の

実
現
を
め
ざ
し
、
政
治
や
行
政

を
は
じ
め
各
方
面
に
対
し
て
理

解
・
共
感
・
共
動
に
む
け
て
、

精
力
的
に
働
き
か
け
を
行
っ
て

く
こ
と
と
す
る
。

　
５
月
17
日
、

２
０
１
６
交

通
重
点
政
策

に
と
り
ま
と

め
た
制
度
政

策
課
題
に
つ

い
て
、
国
交

省
鉄
道
局
に

対
し
て
要
請

行
動
を
行
っ

た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合

は
、
速
や
か

に
解
決
す
べ

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
交
運
労
協
の

一
員
と
し
て
鉄
軌
部
会
と
バ
ス

部
会
に
参
画
し
、
「
交
運
労
協

２
０
１
６
年
政
策
・
制
度
要
求
」

に
つ
い
て
、
５
月
11
日
は
国
土

交
通
省
自
動
車
局
と
、
翌
12
日

に
は
同
鉄
道
局
と
交
渉
し
、
意

見
交
換
を
行
っ
た
。 

　

鉄
道
局
と
の
意
見
交
換
で
は
、

政
所
大
祐
政
策
・
調
査
部
長
か

ら
、
鉄
道
防
災
対
策
と
し
て
鉄

道
防
災
事
業
費
補
助
制
度
の
要

件
緩
和
の
必
要
性
と
、
九
州
新

幹
線
長
崎
ル
ー
ト
等
へ
の
Ｆ
Ｇ

Ｔ
導
入
の
断
念
と
フ
ル
規
格
化

を
強
く
訴
え
た
。

　

一
方
、
自
動
車
局
と
の
意
見

交
換
で
は
、
西
原
一
英
自
動
車

連
絡
会
代
表
幹
事
か
ら
、
新
規

と
づ
く
休
息
時
間
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
も
国
交
省
の
見
解
を

求
め
た
。
中
山
耕
介
政
治
部
長

か
ら
は
、
安
全
を
担
保
す
る
た

め
に
国
交
省
と
し
て
実
施
す
べ

き
監
査
件
数
と
、
そ
れ
に
対
応

し
た
監
査
要
員
の
確
保
が
十
分
に

で
き
て
い
る
の
か
と
指
摘
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
引
き
続
き
、

交
運
労
協
の
一
員
と
し
て
、
鉄

道
・
バ
ス
に
関
わ
る
政
策
制
度

要
求
の
具
現
化
に
む
け
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

事
業
者
の

参
入
を
一

旦
止
め
て

既
存
バ
ス

事
業
者
へ

の
徹
底
し

た
監
査
に

よ
っ
て
正

常
化
す
る

こ
と
の
必

要
性
を
訴

え
た
。

　

ま
た
、

改
善
基
準

告
示
に
も

　
Ｊ
Ｒ
連
合
の
青
年
・
女
性

委
員
会
は
、
５
月
14
日
〜
16

日
滋
賀
・
京
都
・
大
阪
に
て
、

近
畿
地
方
協
議
会
の
準
備
の

も
と
、｢

ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
２

０
１
６
き
ん
き
ら
★
き
ん
き｣

を
開
催
し
た
。

　

今
年
も
全
国
か
ら
１
０
０

人
を
超
え
る
仲
間
が
集
ま
り
、

京
都
と
大
阪
を
巡
る
チ
ー
ム

対
抗
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
や
カ

レ
ー
づ
く
り
で
仲
間
と
の
絆

づ
く
り
と
、
安
全
を
は
じ
め

様
々
な
課
題
に
対
し
て
意
見

交
換
な
ど
を
行
っ
た
。
ま
た
、

熊
本
で
発
生
し
た
地
震
に
よ

る
被
災
状
況
に
つ
い
て
も
Ｊ

Ｒ
九
州
労
組
か
ら
報
告
を
受

け
、
労
働
組
合
の
本
分
で
も

あ
る
助
け
合
い
・
支
え
合
い

の
重
要
性
や
カ
ン
パ
行
動
、

被
災
し
た
鉄
道
復
旧
と
復
興

を
Ｊ
Ｒ
連
合
に
集
う
全
国
の

仲
間
で
応
援
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
合
っ
た
。

　

安
全
学
習
会
で
は
、
「
福

知
山
線
列
車
事
故
発
生
当
時

の
労
働
組
合
と
し
て
の
取
り

組
み
」
に
つ
い
て
上
村
良
成

総
合
組
織
・
政
策
局
長
（
事

故
当
時
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央

本
部
企
画
部
長
）
か
ら
講
演

を
受
け
た
。
会
社
が
機
能
不

全
と
な
っ
た
時
に
労
働
組
合

が
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
か
、

「A
ction C

on
cep
t 

2nd
」
に
も
と
づ
き
、
仲
間

づ
く
り
を
第
一
に
、
安
全
・

政
策
・
組
織
に
関
す
る
課
題

に
つ
い
て
認
識
を
深
め
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
と
す
る
。

一
企
業
一
労
働

組
合
の
重
要
な

ど
に
つ
い
て
当

時
の
話
を
聞
き
、

労
働
組
合
が
大

き
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
こ

と
を
学
ん
だ
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
青

年
・
女
性
委
員

会
は
、
引
き
続

き
行
動
指
針

100人を超える仲間が結集した「ユースラリー
2016きんきら★きんき」

Ｊ
Ｒ
連
合 

青
年・女
性
委
員
会

｢

ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
２
０
１
６
き
ん
き
ら
★
き
ん
き｣

「
や
っ
ぱ
仲
間
っ
て
え
え
な
ぁ
」と
実
感

鉄
道
活
性
化
Ｐ
Ｔ
現
地
視
察
・
第
10
回
会
合

鉄
道
路
線
廃
止
後
の
状
況
と
課
題
と
地
域
振
興
を
探
る

旧
ふ
る
さ
と
銀
河
線
・
留
萌
線　

鉄
道
活
性
化
Ｐ
Ｔ
現
地
視
察
・
第
10
回
会
合

鉄
道
路
線
廃
止
後
の
状
況
と
課
題
と
地
域
振
興
を
探
る

旧
ふ
る
さ
と
銀
河
線
・
留
萌
線　

連
合
「
安
心
と
信
頼
の
医
療
と
介
護
２
０
１
６
中
央
集
会
」

Ｊ
Ｒ
連
合
「
第
19
回
医
療
連
絡
会
」

医
療
・
介
護
職
の
労
働
者
の
処
遇
改
善
を
広
く
社
会
に
ア
ピ
ー
ル

   

医
療
連
絡
会
で
は
新
役
員
体
制
を
確
認

国
交
省
鉄
道
局
と
の
意
見
交
換
会

政
策
課
題
実
現
を
め
ざ
し
、
理
解
・
共
感
・
共
動
を
求
め
る

    

交
通
重
点
政
策
に
も
と
づ
く
要
請
書
を
手
交

交
運
労
協　

政
策
・
制
度
要
求

災
害
対
策
を
中
心
に
バ
ス
事
業
の
正
常
化
を
求
め
発
言

    

国
土
交
通
省
鉄
道
局
・
自
動
車
局
と
の
交
渉
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みんなで暮らしをガード

近隣の家へ損害を与えたときの「類焼損害保障」、日常生活での賠償事故に備える「個人賠償保障」、
賃貸住宅で火事を起こした場合の「借家人賠償保障＋修理費用」。火災共済とセット加入することで
大型保障を実現します。

オプション保障（類焼損害費用保険、個人賠償責任保険、借家人賠償責任保険＋修理
費用）は、共栄火災海上保険㈱を引受保険会社とする保険契約であり、共済ではあり
ません。詳しい内容は必ずパンフレットおよび重要事項説明書をご確認ください。

火災共済の保障力を、さらにアップさせる新制度。

家族の幸せを災害から守る

火災共済  オプション保障
交運共済 ニュース

B1424401E2144-20150209

※借家にお住まいの方のみ

類焼損害保障 個人賠償保障 借家人賠償保障
＋修理費用

第 521号（２）

・
有
給
休
暇
の
新
設　

誕
生
日

の
属
す
る
月
に
１
日

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

補
助
の
実
費
支
給

和
歌
山
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
労

組
【
４
月
26
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施
（
３
６
５

８
円
）

・
年
間
臨
給　

３
・
３
ヵ
月

Ｖ
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
３
０
０

０
円

・
子
供
手
当
の
新
設　

22
歳
未

満
の
扶
養
の
子
に
月
額
３
５
０

０
円
／
人

・
忌
引
休
暇
の
見
直
し　

忌
引

日
数
３
日
の
場
合
、
葬
祭
執
行

日
を
２
日
目
と
す
る
連
続
し
た

３
日

・
定
期
昇
給　

実
施

・
ベ
ア　

２
５
０
０
円

・
シ
ニ
ア
契
約
社
員
（
月
給
制
）

の
賃
金　
２
５
０
０
円
引
き
上
げ

・
シ
ニ
ア
契
約
社
員
（
日
給
制
）

の
賃
金　

１
２
３
円
引
き
上
げ

・
一
般
契
約
社
員
（
フ
ル
タ
イ

ム
）
の
賃
金　

１
２
３
円
引
き

上
げ

・
精
励
手
当
（
商
品
券
）　

社

員
２
０
０
０
０
０
円
・
Ｊ
Ｒ
出

向
者
１
７
０
０
０
０
円

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪

労
組
【
４
月
22
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

２
３
０
７
円

・
ベ
ア　

３
８
７
円

・
夏
季
手
当　

２
・
05
ヵ
月

・
年
休
取
得
の
促
進　

休
日
取

得
モ
デ
ル
の
基
本
に
年
休
５
日

間
を
導
入

Ｊ
Ｒ
西
日
本
カ
ス
タ
マ
ー
リ
レ
ー
シ
ョ

ン
ズ
労
組【
４
月
26
日
妥
結
】

・
ベ
ア　

１
０
０
０
円

・
契
約
社
員
の
賃
金　

時
給
10

円
引
き
上
げ
（
実
施
は
下
期
）

・
契
約
社
員
の
精
勤
手
当　

基

準
額
４
０
０
０
０
円

・
年
末
年
始
出
勤
手
当　

Ｔ

Ｒ
Ｓ
・
ス
タ
ッ
フ　

２
０
０

０
円
、Ａ
Ｓ
Ｖ
・
Ｓ
Ｖ
・
Ｓ
Ｓ

Ｊ
Ｒ
西
日
本
レ
ン
タ
カ
ー
＆
リ
ー

ス
労
組【
４
月
19
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
契
約
社
員
の
賃
金　

時
給
20

円
引
き
上
げ

・
夏
季
手
当　

社
員
１
・
７
ヵ

月
＋
５
０
０
０
０
円
、
契
約
社

員
１
・
０
ヵ
月
＋
３
０
０
０
０

円
、
嘱
託
社
員
１
・
２
ヵ
月
＋

３
０
０
０
０
円

・
扶
養
手
当　

新
設

・
別
居
手
当　

新
設

Ｊ
Ｒ
西
日
本
メ
ン
テ
ッ
ク
労

組
【
４
月
20
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施
（
２
５
７

７
円
）

・
ベ
ア　

１
０
０
０
円

・
夏
季
手
当　

社
員
２
・
４
ヵ

月
、
準
社
員
１
・
２
ヵ
月
、
契

約
社
員
１
・
０
ヵ
月

・
準
社
員
の
時
間
給　

10
円
引

き
上
げ

Ｊ
Ｒ
西
日
本
テ
ク
シ
ア
労
組

【
４
月
20
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施
（
３
１
８

０
円
）

・
ベ
ア　

８
０
０
円

・
年
間
臨
給　

５
・
08
ヵ
月

レ
ー
ル
テ
ッ
ク
労
組
【
４
月

20
日
妥
結
】

サ
ー
社
員
５
０
０
０
０
円
、
Ｐ

Ｂ
・
Ｐ
Ａ
社
員
３
０
０
０
０
円

・
新
幹
線
パ
ー
サ
ー
の
就
労
条

件
改
善
（
別
途
提
案
）

Ｊ
Ｒ
西
日
本
テ
ク
ノ
ス
労
組

【
４
月
19
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施
（
３
２
４

１
円
）

・
ベ
ア　

１
０
０
０
円

・
契
約
社
員
の
日
給　

50
円
引

き
上
げ
（
61
歳
未
満
の
フ
ル
タ

イ
ム
）

・
年
間
臨
給　

社
員
５
・
０
ヵ

月
、
契
約
社
員
現
行
支
給
額
＋

２
０
０
０
０
円
（
夏
・
冬
）
、

パ
ー
ト
社
員
現
行
支
給
額
＋
１

０
０
０
０
円
（
夏
・
冬
）

・
出
向
手
当　

１
０
０
０
０
円

／
月
・
転
居
を
伴
う
場
合
１
５

０
０
０
円
／
月
、
５
０
０
㎞
以

上
２
０
０
０
０
円
／
月

・
保
存
休
暇　

使
用
要
件
緩
和

（
年
休
１
／
３
を
取
得
し
て
い

る
場
合
）

・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇　

新
設

（
勤
続
30
年
で
２
日
付
与
）

・
結
婚
休
暇　

使
用
要
件
緩
和

（
出
向
・
長
期
出
張
中
に
結
婚

し
た
社
員
は
勤
務
箇
所
復
帰
後

３
ヶ
月
ま
で
取
得
可
能
）

／
月
（
定
期
券
購
入
費
の
会
社

負
担
上
限
）

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ
ト

金
沢
労
組
【
４
月
７
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

３
２
３
７
円

（
１
・
43
％
）

広
成
建
設
労
組
【
４
月
12
日
妥

結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
ベ
ア　

１
０
０
０
円

・
夏
季
手
当　

２
・
５
ヵ
月

Ｊ
Ｒ
西
日
本
新
幹
線
テ
ク
ノ

ス
労
組
【
４
月
16
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
ベ
ア　

１
０
０
０
円

・
夏
季
手
当　

２
・
６
ヵ
月

・
遠
距
離
特
別
手
当　
　

適
用

期
間
５
年
及
び
増
額

・
半
休
制
度
の
改
善　

変
形
７

ｄ
勤
務
の
輪
軸
電
動
機
課
で
使

用
可

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
会
社
補
助
（
上
限
３
５
０
０

円
へ
引
き
上
げ
）

Ｊ
Ｒ
西
日
本
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

ネ
ッ
ト
労
組【
４
月
18
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施
（
２
１
３

０
円
）

・
ベ
ア　

５
０
０
円

・
夏
季
手
当　

賃
金
規
程
適
用

者
２
・
12
ヵ
月
、
新
幹
線
パ
ー

Ｊ
Ｒ
四
国
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
労

組
【
４
月
７
日
妥
結
】

・
賃
金
改
定
率　

基
準
内
賃
金

に
０
・
64
％
を
乗
じ
て
得
た
額

を
加
算

・
定
期
昇
給　

実
施
（
月
給
者

９
０
０
円
、
日
給
者
40
円
）

・
契
約
基
本
賃
金　

20
円
増
額

（
パ
ー
ト
社
員
）

・
雇
用
形
態
変
更
時
の
基
準
内

賃
金
の
改
定　

社
員
登
用
・
昇

格
・
退
職
等
に
よ
り
社
員
（
日

給
者
）
又
は
嘱
託
社
員
に
雇
用

形
態
が
変
更
と
な
っ
た
場
合
の

基
準
内
賃
金
（
日
給
額
）
の
下

限
額
を
改
定
、
現
行
５
５
３
２

円 

↓ 

改
正
５
５
６
７
円
（
35

円
増
額
）

・
家
族
手
当　

４
０
０
０
円
／

月
（
18
歳
未
満
の
扶
養
家
族
）

・
通
勤
手
当　

３
０
０
０
０
円

円
（
２
０
１
５
年
９
月
30
日
以

前
）
、
３
０
０
０
０
円
（
２
０

１
５
年
10
月
１
日
以
降
）

・
夏
季
精
勤
手
当　

シ
ニ
ア
社

員
・
契
約
社
員
に
６
０
０
０
円

加
算ＪＲ

西
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
労
組
【
３
月
31
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
ベ
ア　

１
０
０
０
円

・
工
事
管
理
者
手
当　

支
給
条

件
緩
和
（
着
工
準
備
会
、
事
故

防
止
・
施
工
打
合
せ
業
務
を
行
っ

た
者
）

・
嘱
託
社
員
の
一
時
金　

定
昇

見
合
を
期
末
手
当
に
反
映

四
国
Ｋ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｋ
労
組
【
４

月
５
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施
（
社
員
、

エ
リ
ア
社
員
、
準
社
員
）

・
夏
季
手
当　

２
・
０
ヵ
月

ま
で
各
年
齢
５
０
０
円
引
き
上
げ

・
退
職
金
の
改
善　

加
算
表
の

改
訂
（
勤
続
40
年
以
上
２
６
０

万
円
追
加
）

Ｊ
Ｒ
西
日
本
米
子
メ
ン
テ
ッ

ク
労
組
【
３
月
30
日
妥
結
】

・
賃
金
引
き
上
げ　

２
１
５
０

円
（
定
昇
込
）

・
年
間
臨
給　

４
・
２
ヵ
月

Ｊ
Ｒ
西
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト

労
組
【
３
月
31
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施
（
２
３
０

０
円
）

・
ベ
ア
５
０
０
円

・
夏
季
手
当　

１
・
８
ヵ
月

・
期
末
一
時
金　

５
０
０
０
０

Ｊ
Ｒ
西
日
本
金
沢
メ
ン
テ
ッ

ク
労
組
【
３
月
30
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施
（
３
０
０

０
円
）

・
年
間
臨
給　

５
・
０
ヵ
月
＋

１
１
０
０
０
０
円

Ｊ
Ｒ
西
日
本
マ
ル
ニ
ッ
ク
ス

労
組
【
３
月
30
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施
（
３
１
１

４
円
）

・
ベ
ア　

５
０
０
円

・
契
約
社
員
の
時
間
給　

20
円

引
き
上
げ
（
作
業
職
・
事
務
職
）

・
年
間
臨
給　

４
・
１
ヵ
月
＋

６
０
０
０
０
円

・
年
齢
給
の
改
善　

56
〜
60
歳

四
国
旅
客
鉄
道
労
働
組
合
（
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
）

香
川
支
部
（
香
川
県
高
松
市
）　

組合事務所
めぐり
⑮

　
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
香
川
支
部
は
、
高
松

駅
か
ら
南
へ
徒
歩
３
分
の
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
本
部
と
同
じ
ビ
ル
の
１
階
に
事
務
所

が
あ
り
ま
す
。

　

高
松
駅
は
、
明
治
30
年
に
高
松
〜
丸

亀
間
の
開
通
時
に
讃
岐
鉄
道
の
駅
と
し

て
開
業
、
現
在
４
代
目
の
駅
舎
と
な
り
、

四
国
の
玄
関
口
と
し
て
多
く
の
お
客
様

を
出
迎
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
高
松
駅
か
ら
高
徳
線
（
高
松
〜

徳
島
間
）
に
乗
り
換
え
て
２
駅
目
の
栗

林
公
園
北
口
駅
か
ら
徒
歩
で
３
分
の
と

こ
ろ
に
は
、
４
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｇ
７

香
川
・
高
松
情
報
通
信
大
臣
会
合
で
香

川
に
訪
れ
た
世
界
各
国
の
代
表
が
視
察

を
行
っ
た
こ
と
で
有
名
な
「
栗
林
公
園
」

が
あ
り
ま
す
。

　

栗
林
公
園
は
、
国
の
特
別
名
勝
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、
「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
観
光

ガ
イ
ド
」
に
「
わ
ざ
わ
ざ
訪
れ
る
価
値

の
あ
る
場
所
」
と
し
て
最
高
評
価
の
３

つ
星
を
獲
得
し
た
名
園
で
す
。

　

公
園
内
は
、
紫
雲
山
を
借
景
と
し
て

６
つ
の
池
と
13
の
築
山
を
配
し
た
大
名

庭
園
で
、
回
遊
式
庭
園
の
南
庭
と
近
代

的
に
整
備
さ
れ
た
準
洋
式
の
北
庭
か
ら

栗
林
公
園
内
の
偶
然
に
も
ハ
ー
ト
型

と
な
っ
た
ツ
ツ
ジ
「
恋
ツ
ツ
ジ
」

特集・夏の参議院選挙にむけて
第24回参議院選挙の公示日迫る
ＪＲ連合推薦の全国比例候補６名の紹介

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
南
庭
と
北
庭

に
は
桜
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
春
に
は

一
帯
が
花
見
の
名
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

秋
に
は
紫
雲
山
の
紅
葉
が
美
し
く
、
ど

ち
ら
の
季
節
も
夜
間
の
入
場
が
で
き
、

桜
や
紅
葉
し
た
木
々
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
、
多
く
の
見
物
客
で
賑
わ
っ
て
い

ま
す
。

　

香
川
県
に
お
越
し
の
際
は
、
「
う
ど

ん
県
。
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
香
川
県
」

を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

び
Ｊ
Ｒ
に
求
め
る
事
項
等
を
伺
っ

た
。
さ
ら
に
、
路
線
廃
止
の
届

極
め
て
有
意
義
な
機
会
と
な
っ

た
。

２
０
１
６
春
季
生
活
闘
争
【
グ
ル
ー
プ
労
組
】

 

引
き
続
き
粘
り
強
く
交
渉
を
継
続
中

　

４
月
26
日
ま
で
の
妥
結
状
況
を
掲
載

　
　
　
　
　
　
　
　

  

※
以
降
の
妥
結
分
は
次
号
に
掲
載
予
定

矢田　稚子
（やた　わかこ）

役　　職　パナソニックグループ労働組合連
合会　副中央執行委員長 

生年月日　1965年9月25日 
出　　身　大阪府大阪市 
経 歴 等　松下電器産業労働組合 中央執行

委員松下電器労働組合連合会（現
パナソニックグループ労働組合連
合会）中央執行委員
関西生産性本部 労働政策委員
関西学院大学 人間福祉学部 非常
勤講師 

学　　歴　大阪府立寝屋川高等学校

森屋　　隆
（もりや　たかし）

役　　職　日本私鉄労働組合総連合会 総合政
策局交通対策局長 

生年月日　1967年6月28日 
出　　身　東京都檜原村 
経 歴 等　日本私鉄労働組合総連合会 総合政

策局バス対策部長
関東交通運輸産業労働組合協議会
事務局長
私鉄関東地方連合会 副執行委員長 

学　　歴　東京都立多摩工業高等学校機械科

※民進党HPから引用

難波　奨二
（なんば　しょうじ）

役　　職　参議院議員、参議院比例区第69総
支部長 

生年月日　1959年4月1日 
経 歴 等　日本郵政グループ労働組合（JP

労組）書記長
日本郵政公社労働組合（JPU）
書記長 

学　　歴　岡山県立成羽高等学校卒業

小林　正夫
（こばやし　まさお）

役　　職　参議院議員、国際経済・外交に関
する調査会 筆頭理事、経済産業委
員会 委員 

生年月日　1947年5月11日 
出　　身　東京都中野区 
経 歴 等　民主党企業団体委員長

厚生労働委員会委員長
厚生労働大臣政務官 

学　　歴　都立世田谷工業高校卒業

藤川　慎一
（ふじかわ　しんいち）

役　　職　JAM副会長 
生年月日　1963年10月17日  
出　　身　京都府京都市 
経 歴 等　ジーエス・ユアサ労働組合 中央

執行委員長
JAM中央執行委員
京都府労働委員会 労働者委員  

学　　歴　大谷大学文学部

川合　孝典
（かわい　たかのり）

役　　職　元参議院議員、ＵＡゼンセン 政治
顧問  

生年月日　1964年1月29日 
出　　身　京都府京都市 
経 歴 等　参議院厚生労働委員会 理事及び

委員
参議院議院運営委員会 理事
民主党副幹事長 

学　　歴　立命館大学法学部卒業


